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アリス学園グループの活動内容

専門学校（日本語教育・介護教育・国際ビジネス教育）

（リカレント教育・通信教育・就職支援センター）

社会福祉施設（児童・障がい者・老人分野）

人材派遣会社

協同組合

特定技能支援機関
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現在日本にいる
外国人人材の現状について

令和２年度の人数の推移について

問題つまり違反状況について

技能実習法による行政処分について

日本の人身取引の国際評価ついて
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労働者不足を外国人労働者で補う

現在起こっている問題
①人種的差別

②日本語のトラブル

③生活習慣の違いによる問題

④文化の違いによる問題

⑤介護業務上の問題

⑥労務上の問題
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介護業務上の問題

そもそも祖国に介護職ない

自立支援の理解がわからない

チームケアへの理解

報連相の重要さがわからない

書くことが苦手である
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人種差別

𠮟責の仕方

外人だから・・・

人前でしかる

どうせ、わからないだろうけど

厳しさの度合い 日本人のあたりまえがわから
ない

暗黙の了解 言わなくてもわかるだろう
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日本語のトラブル

普通の日本語と介護の日本語の違い

方言と標準語

N4とN3とN2の違い

わからないと言いづらい
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生活習慣の違いによる問題

掃除の仕方

靴を脱ぐ習慣

ごみ問題

交通事故

どこまで公共か

お風呂の習慣

挨拶・マナー

時間管理
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文化の違いによる問題

宗教的ちがい

食事習慣のちがい

声の大きさや体臭問題

SNSの書き込み
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労務上の問題

労基法が異なることによるトラブル

日本の契約はアバウトであるために起こる
問題

仕事の効率が理解できない

時間の問題

一度の多くの職務をこなせない
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問題は教育で解決できる

もともとは国によってい習慣の労働時間が異なる。

勉強を行う習慣はついている。

上記のことより学ぶ習慣はもともとある。

いろいろな問題を解決するためには、まず信頼関係を
作ることが大切であり、学び続けることができる環境
作りが大切である。

よい環境は、よい評判となり良い人材が集まってくる。
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障がい支援施設と老人施設との違い

老人は、老いの哲学で理解する

障がいは、

人が成長しようとする未来への支援が必要

生活支援の指導・応援

就労支援；働く姿勢の支援
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障がい者という認定範囲

発展途上国より先進国のほうが障がい者割合が高
い。これは医学の発展・経済の発展により異なる。

インクルージョンの実践は自然とできている場合
がある。
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介護という新しい仕事

家事手伝いとの違いが判らない

介護業務を理解させる必要がある

①障害の種類の理解

②自立支援の理解

③チームケアであることを理解

④ほうれん草の大切さ

⑤書く練習
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人材が育つということ

・働いて学ぼうという気持ちを持続させることが

重要である

・学びあいの場

・年齢的感覚の差を考え指導者を選ぶ

Wifiの環境はアジアのほうが整っているので

携帯世代である

情報にはとても敏感である

・キャリアアップのための支援を明確に見せる。

優秀な人は看護師を目指したい人もいる
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よい人材を集める

広報戦略を明確に立てる

お給料の高さだけで、施設を選ばない

やりがいのある職場を目指す
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